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金
融
緩
和
で
あ
り
為
替
操
作

を
行
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
文

句
を
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。

で
は
、
我
が
国
の
輸
出
の
状

況
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
ま
で
は
輸
出
は

毎
年
伸
び
八
〇
億
円
ま
で
達

し
ま
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
で
一
気

に
落
ち
た
後
五
〇
～
七
〇
億

円
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
輸
出
品
の
大
半
は
実
は
資

本
財
と
工
業
用
原
料
で
八
割

近
く
を
占
め
る
一
方
、
一
見
日

本
の
企
業
が
世
界
の
市
場
で
競

争
し
て
い
そ
う
な
家
庭
用
電
気

機
器
や
乗
用
車
な
ど
の
耐
久

消
費
財
は
一
五
％
程
度
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
も
の
づ
く
り
白
書

に
よ
る
と
、
産
業
用
機
械
や
高

あ
り
、
今
、
円
安
株
高
の
追
い

風
を
受
け
て
競
争
を
強
化
で

き
る
環
境
に
な
り
、
雇
用
の
改

善
が
期
待
で
き
ま
す
。
製
造
業

の
海
外
移
転
を
留
ま
ら
せ
国

内
企
業
の
競
争
力
を
強
化
す

る
た
め
に
は
、
円
安
環
境
下
で

上
昇
し
や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
や
運
賃
を
押
さ
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

当
事
務
所
は
、
高
松
港
や
備

讃
瀬
戸
航
路
の
整
備
な
ど
を

通
じ
て
香
川
県
を
含
む
瀬
戸

内
海
中
央
部
の
企
業
の
競
争

力
強
化
と
雇
用
の
確
保
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。

●浚渫工事開始
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平
成
二
十
五
年
も
折
返
し

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
半

年
の
経
済
状
況
を
見
る
と
、
現

在
少
し
揺
り
戻
し
は
あ
る
も
の

の
年
初
の
一
ド
ル
八
〇
円
か
ら

現
在
で
は
一
〇
〇
円
前
後
を

推
移
し
、
株
価
も
年
初
の
一
万

円
割
れ
か
ら
現
在
で
は
一
万

三
千
円
前
後
ま
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
国
際
的
に
景
気
回
復
の

め
ぼ
し
い
材
料
が
な
い
中
で
す

の
で
、
金
融
緩
和
が
大
き
く
効

い
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
い

く
つ
か
の
国
で
は
我
が
国
と
の

輸
出
品
の
競
合
な
ど
か
ら
円

安
へ
の
不
満
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の

金
融
緩
和
で
あ
り
為
替
操
作

機
能
素
材
な
ど
高
度
な
技
術

を
要
す
る
分
野
は
日
米
欧
の

企
業
で
独
占
さ
れ
、
中
に
は
日

本
企
業
で
一
〇
〇
％
市
場
を

占
め
て
い
る
も
の
さ
え
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
と
の
貿

易
が
増
え
て
い
た
の
は
ア
ジ
ア
の

企
業
が
日
本
か
ら
資
本
財
や

工
業
用
原
料
を
買
っ
て
組
立
て

欧
米
へ
売
る
、
い
わ
ゆ
る
迂
回

輸
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
高
度
な
技
術
を
有

す
る
製
造
業
こ
そ
我
が
国
経

済
の
力
の
源
泉
で
す
。

我
が
国
は
、
部
品
か
ら
加
工

機
械
か
ら
最
終
製
品
ま
で
製

造
で
き
る
層
の
厚
い
製
造
業
が

あ
り
、
今
、
円
安
株
高
の
追
い

●高松港保安対策総合訓練開催

国際線ターミナルの増築が完了



な
ど
の
操
作
で
、
土
砂
を
つ

か
ん
で
土
砂
を
運
搬
す
る

船
に
積
み
込
む
方
法
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

(

浚
渫
や
障
害
物
の
撤
去)

を

行
い
ま
す
。

循環式ポンプ浚渫船

砂の堆積、落下物等による障害が解消され
船舶が安全に航行できるようになる

玉藻地区

泊地(-12.0m)航路(-12.0m)

朝日地区

撮影：平成24年3月

岸壁(-12.0m)(耐震)

浚渫工事位置図

今年度浚渫区域

を
航
行
す
る
船
舶
は
十
分

注
意
し
て
航
行
さ
れ
る
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
航
路
管
理
課

範
國
）

http://w
w

w
.pa.skr.m

lit.go.jp/takam
atsu/

■
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
浚
渫
工
事
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

浚渫工事の状況

▲

【位置図】

備讃瀬戸航路

岡山県

香川県

坂出港

与島

広島

本島

高見島

備讃瀬戸北航路

備讃瀬戸南航路

浚渫工事位置図

余水槽カッター

今年度浚渫区域

浚渫後浚渫前

グラブバケット

落下物

土運船

本
事
務
所
で
は
平
成
二
十

三
年
度
ま
で
高
松
港
朝
日

地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

（

）
暫
定
供
用
に
向
け

て
岸
壁
の
整
備
を
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ

り
岸
壁
前
面
の
泊
地
と
航

路
の
浚
渫
工
事
を
開
始
し

ま
し
た
。

浚
渫
工
法
は
、
グ
ラ
ブ
バ

ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

箱
を
ク
レ
ー
ン
で
水
中
に
降

ろ
し
て
船
上
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー

な
ど
の
操
作
で
、
土
砂
を
つ

多
く
の
船
が
往
き
来
し
て

い
る
中
で
の
工
事
に
な
り
ま

す
の
で
、
他
の
船
と
連
絡
を

取
り
協
力
し
て
頂
き
な
が
ら

安
全
第
一
で
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。
（
保
全
課

宮
地
）

浚
渫
工
事
開
始

■
高
松
港
朝
日
地
区

■
備
讃
瀬
戸
航
路

航
路
の
維
持
管
理
と
は

船
が
安
全
に
航
行
す
る
た

め
に
は
、
陸
上
の
道
路
と
同

様
に
、
常
に
対
象
と
な
る
船

舶
の
大
き
さ
に
応
じ
た
航
路

幅
・
水
深
を
確
保
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
常
的

な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ

り
、
定
期
的
に
航
路
の
状
況

を
確
認(

巡
回
や
水
深
測

量)

し
て
い
ま
す
。

砂
の
堆
積
や
沈
降
物
等
に

よ
り
航
路
幅
・
水
深
の
不
足

が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
水

深
を
深
く
す
る
た
め
の
工
事

(

浚
渫
や
障
害
物
の
撤
去)

を

平
成
二
十
五
年
七
月
か

ら
浅
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る

備
讃
瀬
戸
北
航
路
の
維
持
、

浚
渫
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

浚
渫
に
あ
た
っ
て
は
、
美
し

い
瀬
戸
内
海
の
環
境
を
守
る

た
め
に
、
循
環
式
ポ
ン
プ
浚

渫
船
と
い
う
専
用
に
改
造
し

た
浚
渫
船
を
用
い
、
海
水
を

循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

濁
り
の
発
生
を
極
力
抑
え

て
い
ま
す
。

浚
渫
期
間
中
、
工
事
区
域

は
、
一
般
船
舶
の
航
行
が
禁

止
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
海
域

を
航
行
す
る
船
舶
は
十
分

カ
ッ
タ
ー
で
海
底
土
砂
を
掘
削

す
る
。

掘
削
し
た
土
砂
と
海
水
を
ポ
ン

プ
で
一
緒
に
吸
い
上
げ
土
運
船

（
土
砂
を
運
搬
す
る
船
）
に
排
出

す
る
。

土
運
船
で
土
砂
と
海
水
を
分
離

す
る
。
海
水
は
土
運
船
に
設
け
た

余
水
槽
に
分
離
さ
れ
る
。

余
水
槽
に
分
離
し
た
余
分
な
海

水
を
循
環
式
の
ポ
ン
プ
で
海
底
に

戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
運
船
か

ら
濁
り
が
あ
ふ
れ
出
す
の
を
防

止
し
ま
す
。

①②③④ 循
環
式
ポ
ン
プ
浚
渫
の
流
れ

-12m

グラブバケット



で
す
。

浦
安
市
の
石
井
副
市
長
に

よ
る
「
液
状
化
被
害
の
状
況

と
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
」
の

講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
地
震
発
生
時
に
、
泥
水
が

噴
き
出
し
道
路
が
泥
で
覆
わ

れ
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮

き
上
が
っ
て
い
る
衝
撃
的
な

動
画
等
を
活
用
し
た
甚
大

な
被
害
の
状
況
が
示
さ
れ
、

液
状
化
被
害
の
深
刻
さ
が

実
感
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

震
災
後
の
対
応
で
は
、
携
帯

ト
イ
レ
を
活
用
し
凝
固
剤
で

可
燃
物
化
し
て
の
し
尿
回
収
、

仮
設
ト
イ
レ
の
段
差
対
策
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
、
下
水

管
復
旧
時
の
耐
震
対
策
の

徳
島
大
学
大
学
院
の
渦
岡

教
授
に
よ
る
「
液
状
化
の
予

測
と
対
策
」
の
講
演
で
は
、

東
日
本
大
震
災
や
過
去
の

大
き
な
液
状
化
被
害
事
例

に
基
づ
く
、
地
面
の
移
動
や

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
上
が
り
な

ど
被
災
パ
タ
ー
ン
の
違
い
や
、

簡
易
な
広
域
的
液
状
化
予

測
方
法
、
構
造
物
の
変
形
量

ま
で
予
測
で
き
る
詳
細
な
方

法
等
に
つ
い
て
、
最
新
の
知

見
に
基
づ
く
説
明
が
あ
り
技

術
的
な
知
識
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

ま
し
た
。

（
企
画
調
整
課

山
下
）

リ
ス
ト
の
追
跡
及
び
確
保
、
消

防
な
ど
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
た
旅
客
船
へ
の
放
水
、
県
警

機
動
隊
に
よ
る
船
内
か
ら
陸

上
に
逃
走
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の

確
保
や
爆
発
物
処
理
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
関
係
機
関
の
船

舶
・
航
空
機
や
爆
発
物
処
理

の
特
殊
車
両
を
使
用
し
て

様
々
な
想
定
の
訓
練
内
容
に

迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
の
連
携
体
制
の
確

認
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今

後
も
保
安
委
員
会
で
は
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
万

一
の
事
態
に
備
え
て
い
く
予

定
で
す
。

（
沿
岸
防
災
対
策
室

山
﨑
）

高松港保安対策総合訓練開催

▲海上に逃走したテロリスト追跡の様子▲爆発物処理班による爆発物処理の様子

テロリスト

▲講演の様子

▲満席となった会場

■
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
講
演
会
資
料
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.pa.skr.m

lit.go.jp/takam
atsu/

四
月
二
十
一
日
（
日
）
に
、

香
川
県
坂
出
市
に
お
い
て
、

「
沿
岸
部
の
液
状
化
を
考
え

る
講
演
会
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

本
講
演
は
、
瀬
戸
内
沿
岸

が
古
く
か
ら
大
規
模
な
埋

立
が
繰
り
返
さ
れ
た
地
域
で

あ
り
、
液
状
化
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際

の
液
状
化
被
害
を
正
し
く

知
る
こ
と
に
よ
り
、
東
南
海
・

南
海
地
震
等
が
発
生
し
た

際
の
被
害
に
備
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
す
。

工
夫
、
土
地
の
境
界
確
認
の

難
し
さ
等
、
実
際
の
現
場
で

の
経
験
に
基
づ
く
貴
重
な
話

を
伺
え
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
は
地
元
企

業
や
行
政
関
係
者
、
一
般

参
加
者
等
約
三
七
〇
名
の

参
加
が
あ
り
、
液
状
化
被
害

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
約
九
割
以
上
の
参

加
者
が
、
液
状
化
対
策
の
必

要
性
を
感
じ
て
お
り
、
生
々

し
い
動
画
を
交
え
た
浦
安
市

の
被
害
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
液
状
化
の
怖
さ
、

対
策
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

沿
岸
部
の
液
状
化
を
考
え
る
講
演
会

六
月
十
三
日
（
木
）
高
松
港

サ
ン
ポ
ー
ト
地
区
に
お
い
て
国

や
県
の
十
三
の
関
係
機
関
で

組
織
す
る
高
松
港
保
安
委
員

会
に
よ
り
、
テ
ロ
対
策
の
強
化

に
向
け
た
保
安
対
策
総
合
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た

中
、
当
事
務
所
を
含
む
国
の

港
湾
機
関
や
香
川
県
港
湾
関

係
者
、
海
上
保
安
部
、
県
警
、

消
防
、
港
湾
利
用
者
な
ど
か

ら
約
九
十
人
が
参
加
し
、
テ
ロ

リ
ス
ト
が
入
港
中
の
旅
客
船

に
逃
げ
込
ん
だ
と
の
想
定
で

訓
練
が
始
ま
り
、
海
上
保
安

庁
に
よ
る
客
船
の
乗
組
員
の

救
出
、
海
上
へ
逃
走
し
た
テ
ロ

高松港保安対策総合訓練開催

海上に逃走したテロリスト追跡の様子 ▲訓練開始時の保安委員長による挨拶

巡視艇

▲講演の様子



リフレッシュ瀬戸内

【日時】７月６日（土） ８：００～２時間程度
（少雨決行：ただし荒天時は中止）

【場所】坂出市沙弥ナカンダ浜～大屋冨海岸
【内容】海岸の清掃
【問合わせ先】
坂出市総務部政策課政策調整係
ＴＥＬ： ０８７７－４４－５００１

高
松
空
港
ビ
ル
株
式
会
社

に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
、
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
増
築
が

三
月
十
五
日
に
完
了
致
し
ま

し
た
。

増
築
に
伴
う
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
や
待
合
室
の
大

幅
拡
張
と
併
せ
て
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
随
所
に
取

り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
は
国
内
線

側
に
し
か
な
か
っ
た
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
利
便
性
が
大
き
く

向
上
し
ま
し
た
。

高
松
空
港
の
国
際
便
は
、
平

成
四
年
四
月
就
航
の
ソ
ウ
ル

便
、
平
成
二
十
三
年
七
月
就

航
の
上
海
便
に
加
え
、
今
年

三
月
二
十
一
日
か
ら
は
四
国

初
と
な
る
台
北
便
も
就
航
し
、

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
（
企
画
調
整
課

石
本
）

▲春秋航空のチェックインカウンターの様子

※上記以外にも各地の海岸等で清掃活動を行っております。詳細は
下記までお問い合わせ下さい。

ーボランティアによる海岸清掃活動ー

【日時】７月２１日（日） １０：３０～１５：００
【場所】高松港サンポート
【内容】浮遊ごみや浮遊油を回収する「美讃」を
一般公開します。
・船内見学（操舵室、作業甲板）
・パネル展示
・船員服試着＆写真撮影 など
【問合わせ先】
高松港湾・空港整備事務所 企画調整課
ＴＥＬ：０８７－８５１－５５２４

「美讃」一般公開

五
月
二
十
九
日
（
水
）
「
出

前
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
前
講
座
で
は
新
番
丁
小

学
校
の
五
年
生
を
対
象
に
、

海
に
浮
遊
す
る
ご
み
や
油
を

回
収
す
る
、
海
面
清
掃
兼
油

回
収
船
「
美
讃
」
の
業
務
を
通

し
て
、
海
の
環
境
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
真
剣
に
メ
モ
を
取

り
、
質
疑
応
答
で
は
次
か
ら

次
に
手
が
挙
が
り
、
た
く
さ

ん
質
問
が
あ
り
、
海
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
関
心

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
課

池
畑
）

海面清掃兼油回収船

出
前
講
座
に
登
場
し
た
「
美
讃
」
の

一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

▼質疑応答で出た質問を紹介
Q．「美讃」の名前の由来はなんですか？

A．一般公募により、美しい備讃瀬戸を
守るという意味を込め、命名されました。

▲「美讃」の業務説明の様子

★


